
令和５年度個別避難計画作成モデル事業成果発表会

令和６年３月１２日（火）
内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（地方・訓練担当）付

防災スペシャリスト養成「地域研修」

個別避難計画をメインテーマとした事例（応募団体：青森県）

※防災スペシャリスト養成「地域研修」を活用し、管内市町村における個別避難計画に係る人材育成を図った事例。
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受講者 県・市町村職員 【受講者】58名 【修了者】45名
【リアルタイム研修】45名

地域研修コーディネーター 跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 コミュニティデザイン学科 教授 鍵屋 一

オンデマンド
講義 期 間 12/18（月）～1/31日（水）※日程の延期に伴いオンデマンド講義の期間も延長

リアルタイム
研修

（対面形式）

日 時 2/16（金） 9:45～16:15 （受付開始 9:15）

会 場 青森県自治研修所
（〒030-0913 青森市東造道一丁目２番１号）

地域研修（青森県）

リアルタイム研修の様子

研修の概要

コーディネーター
鍵屋 一
（跡見学園女子大学）

3限目講師
元谷 豊
（サイエンスクラフト） 1限目：個別避難計画演習 3限目：災害対策本部における対応

会場全体2限目：受援の実態と課題
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県の課題から、研修
のメインテーマを
「個別避難計画」と
し、福祉部局も受講
対象とした。



地域研修（青森県） つづき

地域研修への要望
昨年等の大雨災害時、災害対策本部運営で非常に苦労したため、本部要員の対応能力を強化したい。
発災直後、市町村から県に情報が上がってこなかったため、市町村との連携を強化したい。
災害対応経験がある職員が異動等でいなくなるため、全般的に災害対応能力を強化したい。

地域検討会での検討を通じた研修のテーマ・講義・演習内容

県の課題から、研修のメインテーマを「個別避難計画」とし、福祉部局も受講対象とした。
オンデマンド講義では、全般的な災害対応能力の向上として「防災行政概要」「避難行動」
「被災者支援」「地域の防災力の育成」に関する講義を組み込み、リアルタイム研修には、災
害対応経験者による「受援計画」の講義、「災害対策本部運営」の演習を組み込んだ。

ふりかえりで挙げられた課題・改善案

カテゴリ 課題等

募集
•【県】理由は職員が少ない等様々あるが、県内の全ての市町村が参加できず残念だった。
•【県】募集時に講師名や講義内容をもっと具体的にPRできるとよかった。
•【コ】市町村だけではなく、国の出先機関にも募集をかけるとよかった。

リアルタイム研修
•【県】研修は１日のため時間に制限はあるが、もう少し時間が長いと良かった。
•【コ】グループワークは効果的だがかなり濃厚なわりに休憩時間が少し短かった。
•【コ】車座トークなどは受講者が意見を言いやすく、疑問点の解消につながるため、研
修の最後20分程度をそういった時間に割り当ててはどうか。

自立した研修

•【県】LMSなどのシステムを県に貸出してもらえると、カリキュラムや受講者管理が県
でできるようになるので、オンデマンド講義を県が自立して実施できるようになる。

•【県】講師の知り合いが限られているため、講師リストの提供があるとありがたい。
•【県】予算のことがあるため、経費を支援してもらえるとありがたい。
•【コ】総務省などの補助金の情報を県に提示するとよいのではないか。
•【コ】次年度からは、地元の国立大学やその大学の先生、地元の有識者やシンクタンク
等だけで運営できるよう地域研修の運営に巻き込んではどうか。

【県】：県担当者意見／【コ】：コーディネーター意見
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